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論 文内 容要
旨
 緒'言
 人工心肺装置を使用しての体外循環では,酸塩基平衡の面よりみる'と,とくに代謝性アチドー
 シスが問題となる。一方全身麻酔は麻酔剤により程度の差はあるが,代謝性アチドーシスを起こ
 す傾向があり,体外循環蒔に代謝性プチドーシスを増強する可能性が大きい。著者は人工心肺使
 用時の最も適切な麻酔管理を確立する目的の一端として,主として酸塩基平衡の面から,エーテ
 ル,フ・一セン,ベントレンむよびロeUrO■eptaロe8the8ia(NLA)について臨床例で検
 討した。
方法
 t対象:体外循壌の麻酔症例の中から155例を選び,4群に分け研究の対象としフヒ。第1
 群は軽症VSD55例,第2群はフアロー四徴症30例,第3群は人工弁置換ろ6例,第4群は
 睡症VSD16例であり,第僻はエーテル,7・一セン,ベントレンむよびNLA麻酔を,第
 2,き群はエーテル,フローセン,ベントレン麻酔を,第4群はエーテル,フローセン麻酔を行
 なったものである。箒1,2,5群では予め人工心肺充堀血のbaθeexce日8(B.E・.)の補
 正を行なヵず,体列循環60分後に補正を行ない,第4群は体外循濃に先だち補正を行なった。
 2.麻酔方法:エーテル,フ・一セン,ベントレンを笑気=酸素1:1とともに吸入させ」
 NLAでは笑気:酸素2:1とともにTha■amona■むよび∬ebtany■を用いた。まπ体外
 ラさ
 循環中にもエーテル,フ・一セン,ベントレンを人工心肺回路内に適宜投与し,NLAではイソ
 ゾールを併用した。体外循濃終了後は笑気,酸素のみで麻酔を維持した。
 5.体外循環:Kay-Groe8型人工心肺装置を用い,低分子デキ'ストラン25%加えて禰釈
 したヘパリン加血'を用い,食道温30℃の軽度低体温を併用し,灌流量を80-100皿■/Kg
 とした0
 4・検査万法検査はすべて動脈血を用い・A日七rUP法によりpH・P60f・B・E・を測定
 し,第4群についてのみ聾ate■日on法により■ac七a七e,pyruva七eを測遣し,exce88
 1a.ctate(XL)を算出した。
 成績および考按
 第1群では,pH,Pe儀については各麻酔群の間に有意の差はみられなかつπが,B.E.につ
 いては次の諸点で差がみられた。体外循環実施50分瀞よび60分に寿いでエーテル麻酔群はフ
 ローセン麻酔群に比較して危険率1%,ベントレン麻酔群,NLA群に比較して危険率5%で推
 計学的に有意の差をもつてB・恥の低下がみられた。手術終了時,エーテル麻酔群はフローセン
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 麻酔群に比較して危険率5%で,ベントレン麻酔群,NLA群に比較して危険率1%で有意の養
 をもつてB・E・の低下がみられた。まπフロー.セン麻酔群はベントレン麻酔群に比較して危険率
 5%で・NLA群に比較して危険率1%でB・E・の低下がみられた。第2および第5群では第1
 群と同様な傾向がみられたが,各麻酔群の間でとくに有意の差はなかった。
 第4群に蔚ける■acta七eの変動:体外循環実施50分でエーテル麻酔群では1,65mMoユ/缶
 より568皿Mo1/L,60分では4、501nMo■/しに増加し,フローセン麻酔群では1.44mMoψ
 よりそれぞれ2.42mMo1/しおよび去29mMOユノしに増加し,エーテル麻酔群の万が有意の
 差をもつて増加が著明であった。しかし手術終了時にはいずれの場合も減少し,両麻酔群の間に
 は有意の差はなかつプこ。Xしの変動:体外循環実施50分および60分値は,エーテル麻酔群で
 は工58;2.05皿Mo1/L,フローセン麻酔群ではぽ84;0.90皿Mo■/Lを示し,エーテル麻
 酔群に有意の差をもつてXしの上昇がみられた。手術終了蒔にはいずれの場合も減少し,両麻酔
 群の間に有意の差はみられなかった。またB・軌とXL,1actateとの醐にはそれぞれO.70,
 0.77と正の相関関係がみられた。以上のことから第唯群と第4群がら得られた成績は,各麻酔
 剤の影響を示すものと考えてよ㌔もであろう。従ってエーテルは酸塩基平衡の面からみると,フ・
 一セン,ベントレン,NLAに比較して体外循環時の麻酔剤として明らかに不利といえる。エー
 テルは通常の麻酔に沿いても代謝性アチドーシスを起こナ傾向があるとされ,8ympatho一'
 adreコalre8pon8eによる血中カテコールアミンの上昇が原因ど考えられている。手術終
 了時ベントレン麻酔群の万がン・一セン麻酔群に比較して,代謝性アテドーシスからの回復が厚
 くみられたが,これはベントレンの血中からのwa8houtが遅いπめ氏末梢血管拡張により酸
 塩基平衡の面に有利に作用したものであろう。NLAでは体外循環中最もB.E.の低下が少なぐ
 しかも手術終了時でも回復が阜かつた。NLAに使用されるDroperido■はα一受容体遮断
 作用があり,そのため組織の血液漂流が良好に保たれ,代謝性アチドーシスの発生を抑制するも.
 のと思われる。
 結・語
 体外楯翼時の適切な麻酔管理を確立する目的で,酸塩基平衡の面から,エーテル,ンローセン
 ペントレンおよびneUrO■eptane8七he8iaにつ』.・て臨床例で検討し,次の結果を得た。
 1、エーテルは7ローセン,ベントレン,neUrO■ep七a・ne8七he8iaに比較して体外循環
 中かよび終了後の代謝性アチドーシスが最も著明で,体外循環φ麻酔剤としては不利であった。
 2・フローセンはエーテルに比較すれぱ酸塩基平衡への影響は軽度であったが・ベントレン,
 neuroleptaneethe8iaに比較すれぱ体外循環終了後に代謝性アチドーシスが残存する
 傾向がみられた。
 5ベントレン,neuro■ep七ane航he8iaは体外循興中諭よび終了後を通じて代謝性
 アチドーシスが最も軽度で,体外循環の麻酔剤として最も有利と思われた。
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 審査結果の要旨
 '人工心肺装置を用いての体外循環では,酸塩基平衡ぺの影響,とくに代謝性アチドーシスが問題
 となる。この際いかなる麻酔剤が最も適しているかについては,いまだ結論が出されていない。本
 論文は体外循環時にエーテル,フローセン孕ベントレンの吸入麻酔,及びド・ロペリドールとフエソ
 タニールを併用すくneurO■ep七ane8七he8iaを行ない,主として酸塩基平衡の面から,こ
 れら麻酔剤の優劣を臨床例で検討したものである。対象としては自験例155例を選び,・これらを
 疾患別に分け,上記の麻酔剤を使用した際の動脈血PH,peo2,ba8eexce88,さらに一
 部の症例に寿いでは乳酸・焦性葡萄酸,exce881acta七eを術前から術中・術後にかけて継
 時的に測定し,代謝性アチドーシヌヘの影響を検討した。
 その結果1)エーテルはフ・一セソ,ペソトレ'ン,DeUrO■eptane8the8iaに比し,
 体外循壌中冷よび終了後の代謝性アチドーシヌが最も著明で,体外循瞬時の麻酔剤としては不利で
 あること,2)フローセンはエーテルに比較すれぱ,酸塩基平衡への影響は軽度であったが,.ペ
 ソトレン・neUrOleptane8theBiaに比較すると・体外循環終了後に代謝性アチ.ドーシヌ
 が残存ずる傾向がみられること,5)ベントレソ,neUrOユgptane日七he日iaでは体外循
 環中冷よび終了後を通じて,酸塩基平衡への影響が最も軽度であることを明らかにした。
 本研究は人工心肺装置使用による体外循環時の麻酔剤の選択に,一つのよりどころを与える意味
 に聡いて,麻酔臨床上の価値が大きい。以上の点から本論文ぱ学位に値するものと認める。
 一117一
